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市
場
の
中
の
川
端
康
成
─
─
「
哀
愁
」・「
反
橋
」
を
め
ぐ
る
覚
書

山
本
芳
明

は
じ
め
に

　
近
現
代
社
会
が
資
本
主
義
体
制
下
の
市
場
社
会
で
あ
る
以
上
、
そ
の
中
で
の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
が
経
済
活
動
に
な
っ
て
し
ま
う
。
芸
術

家
を
志
す
小
説
家
で
あ
ろ
う
と
美
術
家
で
あ
ろ
う
と
、
作
品
を
市
場
に
流
通
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、
市
場
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
は
文
学
市
場
が
活
性
化
し
た
結
果
、
小
説
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
を
「
金
銭
が
作
家
を
解
放
し
、
金
銭

が
現
代
文
学
を
創
出
し
た
」（「
文
学
に
お
け
る
金
銭
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
通
報
」
一
八
八
〇
・
三
、
引
用
は
『
文
学
論
集
』「
ゾ
ラ
・
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
⑧
、
藤
原
書
店
、
平
19
・
（
刊
に
よ
る
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
日
本
近
現
代
文
学
に
お
い
て
、
ゾ
ラ
の
指
摘
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
無
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
私
は
、
そ
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、
文
学
活

動
を
経
済
的
な
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
、『
カ
ネ
と
文
学

　
日
本
近
代
文
学
の
経
済
史
』（
新
潮
選
書
、
平
（（
・
（
刊
）、『
漱
石
の
家
計
簿

　

お
金
で
読
み
解
く
生
活
と
作
品
』（
教
育
評
論
社
、
平
（0
・
（
刊
）
と
い
っ
た
考
察
を
し
て
き
た
。
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本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
川
端
康
成
を
分
析
し
た
い
。
川
端
に
注
目
し
た
の
は
、
文
学
市
場
に
関
与
す
る
あ
り
方
や
関
与
し
た

市
場
に
多
様
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
川
端
が
、
昭
和
二
十
年
に
貸
本
屋
か
ら
始
ま
っ
て
、「
人
間
」
な
ど
を
発
行
す
る
出
版
業
に
発
展

し
た
鎌
倉
文
庫
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
ろ
う
。
戦
中
期
に
は
、
敵
産
管
理
の
対
象
と
な
っ
た
軽
井
沢
の
別
荘
を

林
芙
美
子
や
志
賀
直
哉
ら
に
紹
介
す
る
な
ど
、
不
動
産
市
場
に
も
関
与
し
て
い
た）

1
（

。

　
川
端
が
示
す
多
様
性
の
中
で
、
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
の
混
乱
期
に
、
有
力
な
蒐
集
家
と
し
て
美
術
市

場
に
参
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
川
端
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
四
日
に
池
大
雅
・
与
謝
蕪
村
の
「
十
便
十
宜
」
を
三
〇
万
円
で
、
二
十
五

年
五
月
四
日
に
浦
上
玉
堂
の
「
凍
雲
篩
雪
」
を
二
七
万
円
で
購
入
し
た
（
小
谷
野
敦
・
深
澤
晴
美
編
『
川
端
康
成
詳
細
年
譜
』
勉
誠
出
版
、

平
（8
・
8
刊
）。
い
ず
れ
も
、
大
部
分
を
借
金
に
よ
っ
て
購
入
し
て
い
た
。

　
木
下
長
宏
の
指
摘
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ
が
い
か
に
特
異
な
行
動
で
あ
る
の
か
が
わ
か
っ
て
く
る
。
木
下
は
『
思
想
史
と
し
て
の
ゴ
ッ

ホ
　
複
製
受
容
と
想
像
力
』（
學
藝
書
林
、
平
（
・
7
刊
）
で
、「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
の
ゴ
ッ
ホ
受
容
の
特
徴
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て

い
る
。「
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
に
東
京
で
、
百
三
十
点
を
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
借
り
て
き
た
展
覧
会
が
開
か
れ
る
ま
で
、（
中
略
）

日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
〈
本
物
〉
を
見
る
機
会
も
な
く
、『
ゴ
ッ
ホ
』
の
こ
と
を
熱
心
に
考
え
書
く
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
っ
て
美
術

館
や
ガ
ッ
シ
ェ
家
を
訪
ね
、〈
本
物
〉
を
見
た
日
本
人
も
も
ち
ろ
ん
い
る
の
で
す
が
、
彼
ら
よ
り
〈
複
製
〉
を
見
た
日
本
人
の
方
が
は
る

か
に
豊
か
な
言
葉
を
残
し
て
い
き
ま
す
。（
中
略
）
日
本
に
お
け
る
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
受
容
の
歴
史
は
、
こ
う
し
て
、
複
製
受
容
の
思

想
の
歴
史
と
な
る
の
で
す
」（
序
）。

　「
1�

9�

（�

0
年
代
半
ば
か
ら
1�

9�

（�

0
年
代
」
に
は
、
松
方
幸
次
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
人
蒐
集
家
が
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

「
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
へ
向
け
て
、
そ
し
て
日
本
国
内
に
お
い
て
、
西
洋
の
美
術
品
が
商
品
と
し
て
流
通
し
始
め
る
と
い
う
状
況
」（
宮
崎

克
己
「
日
本
の
西
洋
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　1890

─19（0

」『
西
洋
美
術
に
魅
せ
ら
れ
た
1（
人
の
コ
レ
ク
タ
ー
た
ち1890

─19（0

』
石
橋
財
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団
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
平
9
刊
）
が
生
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、〈
本
物
〉
の
数
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
大
正
十
一
年
「
当
時

の
印
象
派
の
標
準
的
な
作
品
が
1
点
（
千
円
ほ
ど
だ
っ
た
」（
同
前
）
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
は
〈
本

物
〉
で
は
な
く
〈
複
製
〉
を
通
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
が
〈
本
物
〉
を
自
由
に
鑑
賞
で
き
な
か
っ
た
の
は
西
洋
美
術
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
美
術
や
東
洋
美
術
で
も
同

じ
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
美
術
品
の
ほ
と
ん
ど
は
貴
顕
や
富
裕
層
の
所
有
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
以
前
の
美
術
市
場
は
、
近
代
数
寄

者
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
を
中
心
に
動
い
て
い
た
。
彼
ら
は
茶
道
具
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
、
美
術
品
を
高
額
で
購
入
し
て
い
た
。
経
済

力
の
甚
だ
し
く
劣
る
「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
が
美
術
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
博
物
館
や
美
術
館
な
ど

で
観
覧
す
る
機
会
も
限
ら
れ
て
い
た
。

　
近
代
日
本
の
文
学
者
の
中
で
群
を
抜
い
た
経
済
力
の
持
主
だ
と
思
わ
れ
が
ち
な
志
賀
直
哉
で
も
、
大
正
八
年
五
月
五
日
に
開
か
れ
た
末

松
謙
澄
の
売
立
て
会
で
「
蓮
鷺
図
」
を
購
入
し
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
購
入
価
格
は
武
者
小
路
実
篤
へ
の
書
簡
（
大
8
・
（
・
（（
付
）
か
ら

一
〇
〇
〇
円
前
後
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
金
額
が
志
賀
に
と
っ
て
上
限
だ
っ
た
。
志
賀
は
「
萬
暦
赤
絵
」（「
中
央
公
論
」
昭
8
・
9
）
の

中
で
、
山
中
商
会
の
「
支
那
古
陶
金
石
展
観
」
に
出
品
さ
れ
た
萬
暦
赤
絵
の
値
段
が
「
壱
万
円
」
と
「
八
千
円
」
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
兔
に
角
高
価
す
ぎ
る
。
此
値
が
一
ト
桁
下
で
あ
つ
て
も
買
ふ
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
た）

（
（

。

　
志
賀
で
さ
え
こ
の
程
度
で
あ
る
。
志
賀
が
〈
本
物
〉
を
入
手
で
き
な
い
代
り
に
、
写
真
集
『
座
右
寶
』（
座
右
寶
刊
行
会
、
大
1（
・
（

刊
）
を
製
作
し
た
の
は
、「
近
代
日
本
の
知
識
人
」
と
し
て
当
然
の
選
択
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う）

（
（

。

　
こ
う
し
て
見
て
く
れ
ば
、
川
端
の
行
動
の
特
異
性
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
社
会
状
況
、
経
済
状
況
の

激
変
だ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
代
以
降
、
文
学
市
場
が
活
性
化
し
て
、
小
説
家
の
経
済
力
が
格
段
に
上
昇
す
る
（
川
端
の
場
合
、
金
を
貸
し

て
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
安
心
感
が
醸
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
）。
ま
た
、
貴
顕
や
近
代
数
寄
者
た
ち
が
財
閥
解
体
・
財
産
税
等
の
打
撃
に
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よ
っ
て
、
財
産
を
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
多
く
の
名
品
が
市
場
に
放
出
さ
れ
た
。
閉
鎖
的
だ
っ
た
美
術
市
場
が
開
放
さ
れ
た
の

だ
。
両
市
場
の
変
貌
が
相
ま
っ
て
、
川
端
は
日
本
を
代
表
す
る
美
術
品
蒐
集
家
の
一
人
へ
変
貌
し
た
の
で
あ
る）

（
（

。

　
し
か
し
、
小
説
家
が
皆
、
川
端
の
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
荒
正
人
は
『
小
説
家
─
現
代
の
英
雄
─
』（
光
文
社
、
昭
（（
・
（

刊
）
で
、
経
済
力
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
小
説
家
が
「
現
代
の
英
雄
」
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
冒
頭
の
口
絵
写
真
で
、「
豪
奢
な
生

活
を
楽
し
む
」
小
説
家
た
ち
を
紹
介
し
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た
の
は
馬
主
と
な
っ
た
舟
橋
聖
一
、「
自
家
用
車
」
に
乗
る
丹
羽
文
雄
、「
最

高
の
音
響
効
果
」
の
オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ
ト
の
前
に
誇
ら
し
げ
に
立
つ
五
味
康
祐
だ
っ
た
。
高
価
な
美
術
品
を
蒐
集
す
る
小
説
家
で
は
な
か

っ
た
。

　
ま
た
、
高
額
所
得
者
番
付
で
、
昭
和
二
十
三
年
の
小
説
家
一
位
は
吉
川
英
治
の
二
五
〇
万
円
、
二
十
五
年
は
同
じ
く
吉
川
の
七
六
一
万

三
四
七
六
円
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
川
端
が
購
入
し
た
美
術
品
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
る
と
、「
十
便
十
宜
」
は
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
凍
雲
篩
雪
」
は
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
吉
川
ほ
ど
稼
い
で
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
高
額
の
美
術
品
を
購
入
す
る
決
断
を
簡

単
に
は
下
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
川
端
が
美
術
品
に
言
及
し
な
が
ら
、
敗
戦
後
の
心
境
を
述
べ
た
「
哀
愁
」（「
社
会
」
昭
（（
・
10
）
と
、
美
術
品
収
集
家
と

し
て
の
自
ら
の
姿
を
下
敷
き
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
「
反
橋
」（
昭
（（
・
10
・
1（
発
行
の
「
別
冊
風
雪
」
に
「
手
紙
」
と
題
し
て
発
表
。

細
川
書
店
か
ら
昭
（（
・
1（
に
刊
行
さ
れ
た
『
哀
愁
』
に
収
録
さ
れ
た
際
に
「
反
橋
」
と
改
題
）
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
市
場
の
中
の
川
端

の
姿
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
川
端
康
成
の
引
用
は
『
川
端
康
成
全
集
』
全
三
五
巻
補
巻
二
巻
（
新
潮
社
、
昭
（（
・
（
～
（9
・
（

刊
）
に
よ
っ
た
。
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1「
反
橋
」
の
語
り
手
「
私
」
は
自
分
と
美
術
品
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
た
。

　
美
術
品
、
こ
と
に
古
美
術
を
見
て
を
り
ま
す
と
、
こ
れ
を
見
て
ゐ
る
時
の
自
分
だ
け
が
こ
の
生
に
つ
な
が
つ
て
ゐ
る
や
う
な
思
ひ

が
い
た
し
ま
す
。
さ
う
で
な
い
時
の
自
分
は
汚
辱
と
悪
逆
と
傷
枯
の
生
涯
の
果
て
、
死
の
な
か
か
ら
微
か
に
死
に
さ
か
ら
つ
て
ゐ
た

に
過
ぎ
な
か
つ
た
や
う
な
思
ひ
も
い
た
し
ま
す
。

　
美
術
品
で
は
古
い
も
の
ほ
ど
生
き
生
き
と
強
い
新
し
さ
の
あ
る
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
古
い
も
の
を

見
る
た
び
に
人
間
が
過
去
へ
失
つ
て
来
た
多
く
の
も
の
、
現
在
は
失
は
れ
て
ゐ
る
多
く
の
も
の
を
知
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

見
て
ゐ
る
あ
ひ
だ
は
過
去
へ
失
つ
た
人
間
の
生
命
が
よ
み
が
へ
つ
て
自
分
の
う
ち
に
流
れ
る
や
う
な
思
ひ
も
い
た
し
ま
す
。
も
つ
と

も
や
ぶ
れ
お
と
ろ
へ
た
私
の
心
で
は
か
ね
て
か
ら
過
去
と
現
在
と
未
来
と
の
差
別
が
は
つ
き
り
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
ま
た
別
の
話
で
あ
り
ま
せ
う
。

　「
私
」
は
い
か
に
も
「
美
術
品
、
こ
と
に
古
美
術
」
を
愛
好
す
る
人
物
と
し
て
、「
古
美
術
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。「
反
橋
」
発
表

の
前
年
に
、
川
端
が
「
十
便
十
宜
」
を
購
入
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
説
得
力
も
増
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
川
端
が
「
美
術
品
、
こ
と
に
古
美
術
」
に
目
覚
め
た
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
川
端
秀
子
は
「
手
帖
の

記
録
」
か
ら
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
以
降
、「
美
術
展
を
見
た
り
、
美
術
商
に
色
々
と
絵
や
書
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
い
う
『
仕
事
』

が
ぐ
ん
と
ふ
え
て
」「
そ
し
て
十
月
四
日
に
『
十
便
十
宜
』」
の
購
入
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（「
川
端
康
成
の
思
い
出
（
三
十

四
）」「
川
端
康
成
全
集
　
附
録
№
（（
」
昭
（7
・
1（
）。
秀
子
は
「
絵
が
買
い
た
く
て
、
そ
の
た
め
に
も
仕
事
を
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
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も
こ
の
頃
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
二
十
三
年
か
ら
は
ぐ
ん
と
創
作
の
量
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
す
。」（
同
前
）
と
も
述
べ
て
い
た
。

　
こ
の
秀
子
の
指
摘
に
対
し
て
、
谷
口
幸
代
は
「
古
美
術
へ
の
傾
倒
が
深
ま
っ
」
た
の
は
「
実
際
は
も
う
少
し
遡
り
、
戦
中
か
ら
戦
後
に

か
け
て
」（「
川
端
康
成
と
古
美
術
」『
川
端
文
学
の
世
界
（

　
そ
の
背
景
』
勉
誠
出
版
、
平
11
・
（
刊
）
で
は
な
か
っ
た
か
と
修
正
し
て

い
る
。

　
谷
川
は
、
三
島
由
紀
夫
宛
書
簡
（
昭
和
（0
年
（
月
8
日
付
）
の
「
疎
開
荷
造
中
の
物
を
見
に
行
き
ま
し
た
と
こ
ろ
で
、
宗
達
、
光
琳
、

乾
山
、
ま
た
高
野
切
石
山
切
、
そ
れ
か
ら
天
平
推
古
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
あ
る
の
が
嘘
の
や
う
な
物
沢
山
見
せ
て
も
ら
つ
」
た
と
い
う

一
節
に
注
目
し
て
い
る
。
谷
川
は
当
日
同
席
し
て
い
た
島
木
健
作
の
「
昭
和
二
十
年
日
記
」（『
扇
谷
日
記
』
文
化
評
論
社
、
昭
（（
・
7

刊
）
か
ら
、
川
端
が
呉
服
商
の
岡
本
孝
平
宅
で
「
漱
石
の
畫
帖
、
歌
麿
、
寫
樂
、
光
琳
、
乾
山
、
梅
原
、
安
井
」
な
ど
を
、
古
美
術
商
瀬

津
伊
之
助
宅
で
「
弘
仁
佛
、
古
土
佐
の
繪
、
宗
達
、
高
野
切
れ
、
本
願
寺
三
十
六
人
集
の
う
ち
天
竺
マ
ン
ダ
ラ
」、「
唐
津
の
茶
碗
、
志
野

の
茶
碗
粉
引
の
徳
利
」
な
ど
を
鑑
賞
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
確
か
に
こ
の
体
験
は
重
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
、
川
端
が
本
気
で
「
古
美
術
」
に
興
味
を
示
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い

か
ら
だ
。
例
え
ば
、
昭
和
十
七
年
七
月
八
日
付
の
林
芙
美
子
宛
書
簡
に
は
、「
お
泊
り
下
さ
る
と
か
か
る
コ
ク
ホ
ー
も
数
多
御
覧
に
入
れ

悩
ま
せ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
冗
談
め
か
し
た
一
節
が
あ
る
。
川
端
が
書
簡
で
紹
介
し
た
の
は
「
鎌
倉
の
本
屋
」
で
見
た
「
笠
翁

の
信
玄
画
像
仁
斎
の
一
行
物
乾
山
の
つ
ぼ
光
悦
若
書
き
の
百
人
一
首
」、「
藤
沢
の
遊
行
寺
に
伝
は
つ
た
人
丸
像
」
等
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は

「
あ
る
の
が
嘘
の
や
う
な
物
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
川
端
は
、
昭
和
十
八
年
七
月
二
十
日
か
ら
「
満
洲
日
日
新
聞
」
に
四
十
八
回
連
載
さ
れ
た
「
東
海
道
」
を
執
筆
す
る
た
め
に
、
日
本
中

世
史
を
中
心
に
勉
強
し
て
い
る
。
多
く
の
書
籍
を
購
入
し
て
、
支
払
い
に
窮
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
が）

（
（

、「
古
美
術
」
を
買
っ
て
い
た
わ
け
で
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は
な
か
っ
た
。

　
谷
川
の
、「
日
本
の
各
地
が
爆
撃
に
よ
っ
て
廃
墟
と
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
、
美
の
不
滅
を
確
信
し
た
美
的
感
動
を
通
し

て
川
端
の
古
美
術
へ
の
思
い
は
高
ま
り
、
こ
こ
か
ら
古
美
術
へ
の
感
動
を
作
品
に
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思
が
生
ま
れ
て
い
」
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
は
説
得
的
で
あ
る
。
た
だ
、
川
端
が
「
古
美
術
」
に
短
期
間
の
う
ち
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
谷
川
は
続
け
て
、「
敗
戦
後
、
そ
の
意
思
の
表
明
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、
日
本
の
美
し
さ
を
描
い
て
い
き
た
い
と
述
べ
た
『
哀
愁
』

（「
社
会
」
昭
（（
・
10
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
自
ら
が
継
ご
う
と
す
る
日
本
の
伝
統
の
内
実
を
〈
哀
愁
〉
と
規
定
し
、〈
哀
愁
〉
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
と
共
に
玉
堂
の
秋
の
絵
を
挙
げ
た
こ
と
は
、
戦
後
へ
踏
み
出
す
川
端
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。」

（
同
前
）
と
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
哀
愁
」
で
注
目
さ
れ
る
「
敗
戦
後
の
私
は
日
本
古
来
の
悲
し
み
の
な
か
に
帰
つ
て
ゆ
く
ば
か
り
で

あ
る
。
私
は
戦
後
の
世
相
な
る
も
の
、
風
俗
な
る
も
の
を
信
じ
な
い
。
現
実
な
る
も
の
も
あ
る
ひ
は
信
じ
な
い
。」
と
い
う
発
言
と
言
及

さ
れ
た
文
学
作
品
や
美
術
品
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
川
端
が
「
美
術
品
、
こ
と
に
古
美
術
」
に
急
接
近
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
再
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
川
端
は
、「
日
本
古
来
の
悲
し
み
」
が
「『
源
氏
物
語
』
の
あ
は
れ
」
に
代
表
さ
れ
、
そ
の
「
あ
は
れ
」
を
「
今
度
の
戦
争
中

や
敗
戦
後
に
も
心
の
流
れ
に
」「
宿
し
て
ゐ
た
日
本
人
は
決
し
て
少
く
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
問
題
は
、
そ
の
「
あ
は
れ
」
に

次
の
よ
う
な
限
定
が
つ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。「
そ
の
悲
し
み
や
あ
は
れ
そ
の
も
の
の
な
か
で
、
日
本
風
な
慰
め
と
救
ひ
と
に
や
は
ら

げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
悲
し
み
や
あ
は
れ
の
正
体
と
西
洋
風
に
裸
で
向
ひ
合
ふ
や
う
に
は
出
来
て
ゐ
な
い
。
私
は
西
洋
風
な

悲
痛
も
苦
悩
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。
西
洋
風
な
虚
無
も
廃
頽
も
日
本
で
見
た
こ
と
が
な
い
」。

　
こ
の
指
摘
は
、「
敗
戦
後
の
私
は
日
本
古
来
の
悲
し
み
の
な
か
に
帰
つ
て
ゆ
く
ば
か
り
で
あ
る
。」
と
い
う
宣
言
の
直
前
に
述
べ
ら
れ
て

い
た
、「
戦
争
中
、
殊
に
敗
戦
後
、
日
本
人
に
は
真
の
悲
劇
も
不
幸
も
感
じ
る
力
が
な
い
と
い
ふ
、
私
の
前
か
ら
の
思
ひ
は
強
く
な
つ
た
。
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感
じ
る
力
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
感
じ
ら
れ
る
本
体
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
も
あ
ら
う
。」
と
い
う
一
節
と
も
呼
応
し
て
い
る
。

　
川
端
に
よ
れ
ば
、「
日
本
古
来
の
悲
し
み
」
に
耽
溺
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
悲
し
み
や
あ
は
れ
の
正
体
」
と
直
接
対
峙
す
る
の

で
は
な
く
、「
悲
し
み
」
は
「
日
本
風
な
慰
め
と
救
ひ
と
に
や
は
ら
げ
ら
れ
て
」
い
た
。
そ
れ
こ
そ
が
「
日
本
古
来
の
悲
し
み
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。「
哀
愁
」
で
美
術
品
に
使
わ
れ
た
表
現
を
使
え
ば
、
あ
く
ま
で
「
文
学
的
、
抒
情
的
な
」「
悲
し
み
」
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
川
端
が
「
悲
し
み
」
を
感
じ
た
文
学
作
品
は
『
源
氏
物
語
』
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
織
田
作
之
助
の
「
土
曜
夫
人
」（「
読
売

新
聞
」
昭
（1
・
8
・
（0
～
1（
・
（
）
に
も
「
同
じ
悲
し
み
の
流
れ
」
を
感
じ
て
お
り
、
美
術
品
に
つ
い
て
も
、
川
端
は
「
浦
上
玉
堂
や
ス

ウ
チ
ン
の
小
品
が
私
の
心
に
残
つ
た
の
も
、
や
は
り
そ
の
悲
し
み
の
ゆ
ゑ
で
あ
つ
た
。」
と
述
べ
て
い
た
。

　
川
端
は
『
源
氏
物
語
』・「
土
曜
夫
人
」・「
浦
上
玉
堂
」・「
ス
ウ
チ
ン
」
を
同
じ
タ
イ
プ
の
作
品
と
し
て
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
、「
ス

ウ
チ
ン
」
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
を
代
表
す
る
ハ
イ
ム
・
ス
ー
チ
ン
（
一
八
九
四
～
一
九
四
三
）
で
あ
る
。
ス
ー
チ
ン
を
〈
日
本
の

伝
統
〉
に
直
接
結
び
つ
け
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
し
、「
古
美
術
」
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
こ
と
を
い
え
ば
、
江

戸
時
代
後
期
の
文
人
画
家
浦
上
玉
堂
（
一
七
四
五
～
一
八
二
〇
）
の
作
品
を
「
古
美
術
」
と
無
条
件
に
分
類
し
て
い
い
の
か
、
ま
た
、
文

人
画
を
『
源
氏
物
語
』
と
連
続
す
る
〈
日
本
の
伝
統
〉
と
位
置
づ
け
て
し
ま
っ
て
い
い
の
か
も
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う）

（
（

。

　
川
端
に
よ
れ
ば
、「
玉
堂
は
秋
の
夕
の
雑
木
林
に
鴉
の
群
れ
て
ゐ
る
絵
」
で
、「
う
ら
悲
し
い
寂
し
さ
が
画
面
に
立
ち
こ
め
て
」「
日
本

の
晩
秋
の
わ
び
し
さ
そ
の
も
の
で
」、「
秋
の
絵
の
哀
愁
と
寂
寥
と
が
多
少
感
傷
的
で
あ
る
に
し
て
も
、
日
本
の
自
然
が
実
に
か
う
な
の
だ

か
ら
し
か
た
が
な
い
と
い
ふ
も
の
だ
つ
た
」。
こ
の
絵
を
「
秋
の
夜
ふ
け
仕
事
に
行
き
悩
ん
だ
時
な
ど
眺
め
た
ら
」「
心
が
傷
つ
い
た
り
気

が
沈
ん
だ
り
す
る
意
味
で
は
な
く
」、「
悲
し
く
て
寂
し
く
て
た
ま
ら
な
い
だ
ら
う
」
と
予
想
し
て
い
た
。

　「
ス
ウ
チ
ン
は
少
女
の
顔
」
を
描
い
た
「
両
手
の
掌
に
い
つ
ぱ
い
く
ら
ゐ
の
小
品
」
で
、「
み
じ
め
な
、
み
す
ぼ
ら
し
い
、
泣
き
ゆ
が
め

た
や
う
な
、
病
み
く
づ
れ
た
や
う
な
顔
だ
が
、
見
て
ゐ
る
と
、
悲
し
み
は
切
な
く
、
愛
は
濃
い
。
清
純
で
可
憐
な
顔
が
浮
き
出
て
来
る
」。
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川
端
は
「
玉
堂
の
秋
の
林
の
悲
し
み
と
は
無
論
ち
が
ふ
が
、
ス
ウ
チ
ン
の
少
女
の
悲
し
み
も
案
外
私
に
親
し
い
も
の
で
あ
つ
た
」
と
し
て
、

「
こ
の
少
女
の
顔
の
ス
ウ
チ
ン
は
、
頽
廃
的
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
素
朴
な
哀
愁
に
や
は
ら
い
で
ゐ
る
。
末
世
的
で
は
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、

切
実
な
哀
憐
に
あ
た
た
ま
つ
て
ゐ
る
。
わ
び
し
い
孤
独
も
異
教
の
神
秘
と
言
ふ
ほ
ど
の
こ
と
は
な
く
、
人
肌
の
恋
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
中
略
）
こ
の
少
女
の
顔
は
ス
ウ
チ
ン
の
魂
の
素
直
な
ひ
と
し
づ
く
と
愛
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。」
と
鑑
賞
し
て
い
る
。

　
川
端
は
「
玉
堂
の
秋
や
ス
ウ
チ
ン
の
少
女
の
や
う
に
悲
し
い
」
こ
と
を
「
文
学
的
、
抒
情
的
」
で
あ
る
と
総
括
し
た
。
川
端
は
こ
う
し

た
鑑
賞
に
よ
っ
て
、
時
代
も
ジ
ャ
ン
ル
も
異
な
る
文
学
作
品
と
美
術
品
を
同
一
の
視
座
か
ら
評
価
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
日
本
古
来
の
悲
し
み
」
を
感
じ
さ
せ
る
文
学
作
品
や
美
術
品
が
、
日
本
の
古
典
的
な
文
学
作
品
や
「
古
美
術
」
に
限
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。〈
日
本
の
伝
統
〉
か
ら
我
々
が
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
な
連
続
性
や
純
粋
性
に
回
収
し
に
く
い
多
様
性
を
「
日
本
古

来
の
悲
し
み
」
は
包
含
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
敗
戦
直
後
の
こ
う
し
た
多
様
性
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う）

7
（

。

　
そ
し
て
、「
哀
愁
」
に
は
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
川
端
は
「
私
は
こ
の
小
品
を
買
ふ
と
い
ふ
気
に
は
な

り
に
く
い
。」
と
述
べ
て
い
た
。
美
術
品
に
関
す
る
最
後
の
判
断
は
、
商
品
で
あ
る
以
上
、
買
う
／
買
わ
な
い
の
二
者
択
一
な
の
で
あ
る
。

　「
哀
愁
」
の
美
術
品
に
関
す
る
言
及
は
こ
う
始
ま
っ
て
い
た
。「
例
へ
ば
画
商
が
一
枚
の
絵
を
持
つ
て
来
た
に
し
て
も
、
私
は
め
ぐ
り
あ

は
せ
と
感
じ
ら
れ
た
ら
幸
ひ
だ
ら
う
。（
中
略
）
勿
論
、
私
達
の
と
こ
ろ
へ
さ
う
高
価
な
名
画
は
舞
ひ
込
ま
な
い
。
ま
た
私
の
会
心
の
絵

に
も
め
ぐ
り
あ
へ
な
い
が
、
自
分
の
家
で
見
た
絵
で
は
浦
上
玉
堂
や
ス
ウ
チ
ン
な
ど
心
に
残
る
も
の
は
あ
つ
た
。
二
つ
と
も
小
品
だ
が
よ

う
買
は
な
か
つ
た
」。
川
端
は
二
枚
の
絵
を
買
わ
な
か
っ
た
顚
末
を
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、「
反
橋
」
の
「
私
」
は
、
美
術
品
を
買
う
／
買
わ
な
い
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
美
術
品
、
こ
と

に
古
美
術
」
を
思
う
ま
ま
に
購
入
し
て
、
手
に
と
っ
て
鑑
賞
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
石
濱
恒
夫
は
「
戦
後
の
小
編
三
部
作
“
反
橋
”“
し
ぐ
れ
”“
住
吉
”」
が
「
身
近
な
、
思
い
で
多
い
作
品
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、

「
文
中
に
は
美
術
品
、
こ
と
に
古
美
術
品
へ
の
川
端
さ
ん
自
身
の
見
解
や
愛
情
の
傾
斜
が
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
流
麗
簡
潔
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
登
場
し
て
語
ら
れ
る
霊
華
の
住
吉
の
“
歌
神
”
や
“
桂
の
君
”
の
美
女
の
絵
も
、
大
雅
の
“
和
合
峰
の
図
”

も
、
顔
を
泣
き
そ
う
に
ゆ
が
め
て
舌
を
ペ
ロ
リ
と
だ
し
た
ス
ー
チ
ン
の
“
少
女
”
の
小
品
も
、
ま
た
、
竜
門
の
石
仏
の
首
も
、
国
宝
で
あ

る
大
雅
・
蕪
村
の
“
十
便
十
宜
”
も
、
浦
上
玉
堂
の
“
凍
雲
篩
雪
”“
夏
樹
野
橋
”、
あ
る
い
は
モ
ジ
リ
ア
ニ
の
デ
ッ
サ
ン
や
バ
ス
キ
ン
の

パ
ス
テ
ル
画
も
、
川
端
さ
ん
と
親
し
く
眺
め
た
お
ぼ
え
の
も
の
、
ば
か
り
だ
」（「
回
想
の
“
川
端
美
術
館
”」「
芸
術
新
潮
」
昭
和
（7
・

（
）
と
述
べ
て
い
た
。「
私
」
の
姿
は
蒐
集
家
川
端
の
実
像
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
川
端
は
「
哀
愁
」
の
段
階
で
は
、
玉
堂
と
「
ス
ウ
チ
ン
」
の
購
入
を
断
念
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
「
悲
し
く

て
寂
し
く
て
た
ま
ら
な
」
く
な
る
の
を
避
け
た
た
め
で
あ
り
、「
文
学
的
、
叙
情
的
な
の
が
、
絵
と
し
て
最
も
好
き
と
い
ふ
わ
け
で
も
な
」

か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
川
端
は
、
玉
堂
の
「
凍
雲
篩
雪
」
を
、「
反
橋
」
を
発
表
し
た
時
点
で
は
購
入
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
要
因
を
あ
げ
て
は
い
な
い
が
、「
十
便
十
宜
」
を
多
額
の
借
金
に
よ
っ
て
購
入
し
た
川
端
が
、
そ
の
後
、
い
く
ら
執

筆
量
を
急
増
さ
せ
た
と
い
っ
て
も
、
美
術
品
を
自
由
自
在
に
購
入
で
き
る
経
済
力
を
持
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
玉
堂
と
ス
ー
チ
ン
を
鑑

賞
で
き
た
の
は
、
両
者
が
「
近
所
の
美
術
商
緑
陰
亭
へ
来
た
の
で
私
の
家
へ
借
り
て
来
ら
れ
た
だ
け
の
こ
と
だ
」（「
哀
愁
」）
っ
た
。
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　「
反
橋
」
の
「
私
」
は
足
利
義
政
、
義
尚
父
子
の
「
歌
切
」
を
入
手
し
た
ほ
か
、「
そ
の
東
山
御
物
の
宋
元
画
の
売
り
も
の
に
も
幾
つ
か

め
ぐ
り
あ
」
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
石
濱
が
「
深
夜
、
ふ
い
に
秘
密
そ
う
に
書
斎
へ
呼
ば
れ
」「“
歌
切
れ
”」（「
回

想
の
“
川
端
美
術
館
”」）
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
の
で
、
川
端
が
実
際
に
買
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
後
者
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
川
端
は
昭
和
二
十
三
年
五
月
二
十
三
日
付
、
石
濱
宛
書
簡
で
「
支
那
の
絵
で
ハ
李
安
忠
の
鷹
山
鳥

を
追
ふ
図
（
足
利
義
満
の
所
蔵
判
あ
る
物
）
両
三
日
前
北
鎌
倉
の
店
で
見
ま
し
た

　
李
迪
の
犬
（
こ
れ
ハ
義
政
の
判
）
近
日
も
う
一
度
見

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　
李
安
忠
三
十
万
円
で
す

　
今
日
見
た
シ
ス
レ
ー
四
十
万
円
か
ら
す
る
と
安
い
も
の
で
す

　
や
は
り
北
鎌
倉
ニ
宋
元

諸
家
三
十
六
枚
の
画
帖
こ
れ
も
三
十
万
円

　
尚
驚
い
た
事
ニ
ハ
例
の
徽
宗
の
桃
鳩
の
絵
を
私
が
十
便
十
宜
を
売
つ
て
買
ふ
と
い
ふ
噂

　
東

京
の
美
術
商
仲
間
ニ
ひ
ろ
ま
つ
て
居
り
ま
す

　
ゴ
ツ
ホ
の
に
し
ん
九
十
五
万
円
か
ら
思
ふ
と
こ
れ
も
安
い
も
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
た
。

　
川
端
は
「
シ
ス
レ
ー
」
や
「
ゴ
ツ
ホ
」
よ
り
安
い
と
強
弁
し
て
い
る
も
の
の
、「
東
山
御
物
の
宋
元
画
」
は
高
価
す
ぎ
て
、
美
術
商
か

ら
見
れ
ば
、
川
端
は
「
十
便
十
宜
」
を
売
ら
な
く
て
は
買
え
そ
う
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る）

8
（

。

　
川
端
は
「
近
ご
ろ
京
都
で
、
徽
宗
皇
帝
桃
鳩
図
の
元
信
（
？
）
の
模
写
と
明
恵
上
人
肖
像
の
為
恭
の
模
写
と
が
、
売
り
も
の
と
し
て
あ

つ
た
と
聞
い
た
。
二
つ
と
も
原
画
は
私
の
手
に
入
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
模
写
で
も
ほ
し
い
も
の
で
あ
つ
た
が
、
見
そ
こ
な
つ
た
。」

（「
マ
イ
ヨ
オ
ル
の
レ
ダ
」「
芸
術
新
潮
」
昭
和
（（
・
7
）
と
、
ま
た
、「
義
政
が
鑑
賞
し
た
東
山
御
物
の
唐
画
は
、
私
も
戦
後
に
多
く
見
た
。

し
か
し
、
こ
れ
と
い
ふ
名
品
に
は
ま
だ
縁
が
な
い
。」（「
月
見
」「
月
下
の
門
」「
新
潮
」
昭
和
（7
・
11
）
と
も
発
言
し
て
い
た
。
川
端
は
、

「
東
山
御
物
の
宋
元
画
」
ク
ラ
ス
の
「
古
美
術
」
に
つ
い
て
は
美
術
商
の
好
意
で
一
時
的
な
貸
借
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
だ
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　「
反
橋
」
の
「
私
」
は
、
川
端
が
買
え
な
か
っ
た
美
術
品
も
保
有
す
る
存
在
─
─
川
端
よ
り
も
経
済
力
の
あ
る
美
術
品
蒐
集
家
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
川
端
が
「
宋
元
画
と
し
て
伝
へ
ら
れ
る
も
の
に
、
模
写
が
少
く
な
い
と
も
言
は
れ
て
ゐ
る
。
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徽
宗
の
桃
鳩
で
さ
へ
疑
ふ
人
も
あ
る
。」（「
マ
イ
ヨ
オ
ル
の
レ
ダ
」）
と
冷
静
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
私
」
が
「
め
ぐ
り
あ
」
っ
た
美

術
品
の
中
に
は
、
真
贋
の
あ
や
し
い
〈
本
物
〉
が
混
ざ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
に
、
川
端
は
「
義
尚
と
い
ふ
歌
切
」
に
つ
い
て

は
「（
こ
れ
は
確
か
で
な
い
。）」（「
月
見
」）
と
注
記
し
て
い
た
。

　
川
端
よ
り
も
多
く
の
美
術
品
を
蒐
集
し
て
い
る
「
私
」
だ
が
、「
心
動
か
」
す
美
術
品
の
多
様
性
は
「
哀
愁
」
の
「
私
」
と
共
通
し
て

い
た
。「
私
」
は
吉
川
霊
華
（
一
八
七
五
～
一
九
二
九
）
の
「
月
の
桂
」、
池
大
雅
（
一
七
二
三
～
七
六
）
の
「
遠
景
に
富
士
の
あ
る
和
合

峰
の
図
」、「
ス
ウ
チ
ン
の
少
女
の
顔
」
に
「
心
動
か
」
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
う
も
ら
し
て
い
る
。「
大
雅
と
ス
ウ
チ
ン
と
霊
華
と

で
は
実
に
奇
怪
な
取
り
合
は
せ
で
、
似
て
も
似
つ
か
ぬ
こ
の
三
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
心
動
か
し
た
こ
と
を
か
へ
り
み
る
だ
け
で
も
、
ふ
と
自
分

の
奇
怪
さ
に
ぞ
つ
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
お
そ
ろ
し
い
自
己
分
裂
の
や
う
に
も
思
は
れ
ま
す
。
大
雅
の
心
に
か
よ
ひ
、
ス
ウ
チ
ン

の
心
に
か
よ
ひ
、
霊
華
の
心
に
か
よ
ふ
と
は
、
い
つ
た
い
な
ん
で
あ
り
ま
せ
う
か
」。

　
続
け
て
、「
私
」
は
「
今
日
の
午
後
に
は
龍
門
の
石
仏
の
首
も
手
に
取
り
膝
に
の
せ
て
つ
く
づ
く
と
眺
め
て
ゐ
た
り
し
私
で
あ
り
ま

す
。」
と
、
自
分
の
「
奇
怪
」
さ
を
強
調
す
る
。
そ
の
後
に
、
1
節
の
最
初
に
引
用
し
た
美
術
品
と
の
関
わ
り
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
言
及
さ
れ
た
美
術
品
で
「
古
美
術
」
と
無
条
件
に
分
類
で
き
る
の
は
、「
龍
門
の
石
仏
の
首
」
だ
け
だ
が）

9
（

、「
私
」
は
「
石
仏
の
首
」
で

は
な
く
、「
三
人
の
画
家
」
に
つ
い
て
語
り
出
す
。

　
三
人
の
画
家
に
話
を
も
ど
し
ま
す
と
、
今
日
の
人
で
あ
る
ス
ウ
チ
ン
も
霊
華
も
私
に
は
あ
は
れ
で
あ
り
ま
す
。
近
代
の
魂
の
病
ひ

か
ら
出
発
し
た
や
う
な
ス
ウ
チ
ン
が
あ
は
れ
な
の
は
言
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
典
を
心
と
し
て
王
朝
風
の
女
を
描
き
王
朝
風

の
仮
名
を
書
い
た
霊
華
の
端
麗
で
繊
妙
な
書
画
も
所
詮
は
近
代
の
人
で
あ
り
ま
せ
う
。
そ
の
美
し
い
線
の
神
経
が
い
た
い
た
し
く
も

あ
り
ま
す
。

　「
私
」
は
「
ス
ウ
チ
ン
」
も
霊
華
も
彼
ら
の
「
近
代
の
魂
の
病
ひ
」
か
ら
く
る
「
あ
は
れ
」
さ
に
「
心
動
か
」
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
で
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は
、
大
雅
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。「
私
」
は
、
続
け
て
、「
日
本
の
文
人
画
の
蕪
村
、
玉
堂
、
竹
田
、
崋
山
な
ど
も
所
詮
は
末
世
の
人
で

あ
つ
た
や
う
に
思
へ
て
な
り
ま
せ
ん
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
所
詮
は
末
世
の
人
」
と
は
、
文
人
画
家
た
ち
が
「
近
代
」
性

を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
も
、
彼
ら
の
作
品
は
、「
ス
ウ
チ
ン
」
や
霊
華
と
は
異
な
っ
て
、「
近
代
の
魂
の
病
ひ
」
か

ら
く
る
「
あ
は
れ
」
さ
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。

　「
私
」
は
、
玉
堂
の
「
夕
日
の
さ
す
木
に
鴉
の
群
が
帰
る
一
つ
の
絵
」
に
つ
い
て
、「
木
は
見
や
う
で
は
燃
え
立
つ
て
ゐ
る
と
思
へ
ま
す

し
、
鴉
は
見
や
う
で
は
気
が
狂
つ
て
ゐ
る
と
思
へ
ま
す
し
、
ほ
ん
た
う
は
南
画
風
に
高
逸
蒼
古
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
を
な
ら
べ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
私
に
は
す
こ
ぶ
る
近
代
的
な
さ
び
し
さ
の
底
に
古
代
の
静
か
さ
の
か
よ
ふ
の
が
感
じ
ら
れ
て
身
に
し
み

る
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、「
私
」
は
「
亡
霊
の
や
う
に
生
き
て
ゐ
る
六
十
四
歳
の
ユ
ト
リ
ロ
」
と
い
う
説
明
と
写
真
を
美
術
書
で
見
た
と
き
に
、「
と
つ
さ

に
玉
堂
の
東
雲
篩
雪
と
い
ふ
絵
を
心
に
浮
べ
」
る
。
そ
れ
は
友
人
た
ち
に
先
立
た
れ
た
ユ
ト
リ
ロ
の
よ
う
な
孤
独
な
「
残
生
は
私
ど
も
日

本
人
に
は
な
い
と
思
ひ
た
か
つ
た
か
ら
」
だ
っ
た
。「
私
」
に
よ
れ
ば
、「
玉
堂
の
雪
の
山
に
も
凍
り
つ
く
や
う
な
さ
び
し
さ
が
あ
り
さ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
日
本
で
は
い
ろ
い
ろ
救
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
さ
う
」
な
の
で
あ
る
。「
霊
華
の
月
の
桂
」
に
か
え
て
床

に
か
け
た
玉
堂
の
「
夏
樹
野
橋
」
に
つ
い
て
も
、「
人
な
つ
か
し
い
う
る
ほ
ひ
が
感
じ
ら
れ
」
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
雅
に
つ
い
て

は
こ
う
述
べ
て
い
た
。

　
日
本
の
南
画
家
の
う
ち
で
玉
堂
が
今
の
世
の
私
の
心
に
い
ち
ば
ん
は
い
つ
て
来
る
人
で
、
お
ほ
ら
か
な
大
雅
は
世
紀
末
に
生
れ
た

私
に
も
つ
と
も
遠
い
人
の
や
う
に
以
前
は
考
へ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
今
年
の
正
月
に
は
大
雅
の
千
匹
馬
を
書
斎
の
床
に
か
け
て
、
こ
の

絵
の
な
に
か
縁
起
の
い
い
や
う
な
、
な
に
か
吉
祥
の
あ
ふ
れ
る
や
う
な
気
分
を
胸
に
う
つ
し
な
が
ら
、
こ
の
年
の
明
る
く
幸
ひ
で
あ

る
こ
と
を
念
じ
た
り
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
て
、
日
本
の
南
画
を
ひ
ら
い
た
大
雅
は
日
本
の
南
画
に
た
だ
一
人
の
ひ
と
と
思
ふ
時
さ
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へ
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
に
は
じ
ま
つ
て
そ
の
人
に
終
つ
て
し
ま
ふ
の
が
芸
術
で
あ
り
ま
せ
う
。
大
雅
の
美
し
さ
に
は
近
代
も
あ
り
ま

す
が
、
見
て
ゐ
て
近
代
か
ら
救
ひ
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
川
端
の
見
る
文
人
画
に
は
「
近
代
の
魂
の
病
ひ
」
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
の
〈
脱
出
路
〉
も
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
評
価
は
、
川

端
が
「
哀
愁
」
で
指
摘
し
た
「
日
本
古
来
の
悲
し
み
」
の
特
性
を
踏
ま
え
て
い
る
と
同
時
に
、「
反
橋
」
の
、
絵
画
を
中
心
と
し
た
前
半

部
分
は
「
哀
愁
」
と
同
様
に
、〈
日
本
の
伝
統
〉
に
つ
な
が
る
「
古
美
術
」
を
正
面
か
ら
あ
つ
か
っ
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。
そ
う
し
た

印
象
が
変
わ
る
の
は
後
半
に
入
っ
て
か
ら
だ
ろ
う
。「
私
」
が
「
住
吉
と
の
縁
に
つ
な
が
る
こ
と
を
思
ひ
出
し
」、
室
町
時
代
以
前
の
種
々

の
「
な
ま
の
筆
蹟
」
に
言
及
し
た
た
め
で
あ
る
。

3

　「
私
」
は
「
常
徳
院
義
尚
」、
室
町
幕
府
第
九
代
将
軍
足
利
義
尚
（
一
四
六
五
～
八
九
）
の
「
歌
切
」
を
「
机
の
上
に
お
い
て
み
」
る
。

「
私
」
は
、
義
尚
筆
の
赤
染
衛
門
（
平
安
中
期
の
歌
人
、
生
没
年
未
詳
）
の
歌
「
夢
や
ゆ
め
う
つ
つ
や
夢
と
わ
か
ぬ
か
な
い
か
な
る
世
に

か
さ
め
む
と
す
ら
む
」
を
引
用
し
な
が
ら
、「
夢
現
の
歌
は
『
維
摩
経
十
喩
中
に
こ
の
身
夢
の
如
し
と
言
へ
る
心
を
』
と
あ
り
ま
す
が
、

私
に
は
義
尚
自
身
を
歌
つ
た
か
の
や
う
に
も
聞
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
述
べ
た
。
続
い
て
、「
私
」
は
「
父
慈
照
院
義
政
」、
室
町
幕

府
第
八
代
将
軍
足
利
義
政
（
一
四
三
六
～
九
〇
）
の
「
歌
切
」
を
「
合
せ
て
見
」
る
。「
伊
勢
物
語
、
／
わ
す
れ
て
は
夢
か
と
ぞ
思
ふ
お

も
ひ
き
や
雪
ふ
み
わ
け
て
君
を
見
む
と
は
／
の
く
だ
り
」
だ
っ
た
。「
私
」
は
「
近
江
の
陣
中
に
、
美
少
年
将
軍
が
病
死
し
て
遺
骸
が
京

へ
帰
り
ま
し
た
時
、
義
政
が
ど
ん
な
に
悲
し
ん
だ
か
、
私
は
こ
の
足
利
父
子
が
書
い
た
と
い
ふ
字
を
眺
め
な
が
ら
、
戦
乱
の
末
世
の
た
だ

な
か
の
東
山
文
化
、
そ
の
生
き
た
花
の
や
う
な
義
尚
の
身
を
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る）

（1
（

。
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そ
し
て
「
こ
の
古
筆
の
つ
れ
に
は
定
家
も
あ
」
る
と
あ
っ
て
、「
私
」
は
藤
原
定
家
（
一
一
六
二
～
一
二
四
一
）
筆
の
四
首
の
歌
を
引

用
し
て
い
る
。

天
つ
風
雲
の
か
よ
ひ
ぢ
吹
き
と
ぢ
よ
乙
女
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む

契
り
お
き
し
さ
せ
も
が
つ
ゆ
を
い
の
ち
に
て
あ
は
れ
今
年
の
秋
も
い
ぬ
め
り

な
が
ら
へ
ば
ま
た
こ
の
ご
ろ
や
し
の
ば
れ
む
う
し
と
見
し
世
ぞ
今
は
恋
し
き

住
み
わ
び
て
身
を
か
く
す
べ
き
山
里
に
あ
ま
り
く
ま
な
き
夜
半
の
月
か
な

　
そ
し
て
、
こ
う
述
懐
し
て
い
る
。「
小
倉
百
人
一
首
の
歌
で
あ
り
ま
す
か
ら
だ
れ
知
ら
ぬ
も
の
も
な
さ
さ
う
で
す
し
、
か
う
し
て
写
し

取
つ
て
み
ま
す
と
歌
の
い
の
ち
が
消
え
た
や
う
に
つ
ま
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
す
が
、
あ
の
癖
の
ひ
ど
い
定
家
の
字
で
見
て
を
り
ま
す

と
、
私
の
残
生
の
哀
傷
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
つ
き
、
こ
ん
な
哀
傷
に
す
が
つ
て
長
ら
へ
て
ゐ
る
の
か
と
思
は
れ
る
ほ
ど
な
の
は
、
私
の
あ

ま
り
好
ま
な
い
書
風
と
は
い
へ
や
は
り
な
ま
の
筆
蹟
に
よ
つ
て
定
家
の
生
涯
や
定
家
が
こ
れ
ら
の
古
歌
に
寄
せ
た
情
感
な
ど
が
匂
つ
て
来

る
か
ら
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
ま
た
私
自
身
が
つ
ゆ
を
い
の
ち
に
弱
ま
つ
て
ゐ
る
せ
ゐ
で
あ
り
ま
せ
う
か
」。

　「
私
」
は
「
な
ま
の
筆
蹟
」
の
も
つ
力
に
よ
っ
て
、
自
分
の
「
残
生
の
哀
傷
」
の
限
界
な
ど
を
、
い
わ
ば
副
作
用
と
し
て
実
感
さ
せ
ら

れ
る
と
同
時
に
、「
歌
の
い
の
ち
」
を
、
あ
る
い
は
定
家
そ
の
人
の
「
生
涯
」
や
「
古
歌
に
寄
せ
た
情
感
」
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
義

政
・
義
尚
父
子
の
「
歌
切
」
を
見
た
と
き
に
も
同
様
な
こ
と
を
感
受
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、「
古
美
術
を
見
て
」「
自
分
」

が
「
こ
の
生
に
つ
な
が
つ
て
ゐ
る
や
う
な
思
ひ
」
や
、「
過
去
へ
失
つ
た
人
間
の
生
命
が
よ
み
が
へ
つ
て
自
分
の
う
ち
に
流
れ
る
や
う
な

思
ひ
」
を
し
た
一
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
「
私
」
は
古
人
の
「
な
ま
の
筆
蹟
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
古
本
屋
」
で
見
た
「
定
家
筆
と
い
ふ
伊
勢
集
」、「
西
行
法
師
自
筆
、

藤
原
定
家
手
沢
本
と
い
ふ
山
家
心
中
集
」、
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
～
一
五
三
七
）
の
「
自
詠
自
筆
の
住
吉
法
楽
百
首
と
三
十
六
歌
仙
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の
色
紙
」
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、「
私
」
が
注
目
す
る
の
は
定
家
や
西
行
（
一
一
一
八
～
九
〇
）
で
は
な
く
、
三
条
西
実
隆
だ
っ
た
。

　「
私
」
は
、
実
隆
の
日
記
『
実
隆
公
記
』
を
読
み
、「
実
隆
に
親
し
み
を
持
つ
て
」
い
た
。
そ
れ
は
実
隆
が
抜
き
ん
で
た
「
歌
人
」
で
も

「
国
文
学
者
」
で
も
な
く
、「
好
人
物
の
楽
天
家
」
だ
っ
た
か
ら
だ
。「
私
は
こ
の
実
隆
に
親
し
み
を
持
つ
て
を
り
ま
し
た
。
近
江
ま
が
り

の
里
へ
義
尚
お
見
舞
ひ
の
勅
使
に
立
ち
、
一
ぱ
い
機
嫌
で
京
へ
帰
る
日
記
な
ど
、
い
つ
思
ひ
出
し
て
も
ほ
ほ
ゑ
ま
れ
ま
す
。
皇
室
と
古
典

と
の
護
持
の
た
め
に
ず
ゐ
ぶ
ん
尽
瘁
し
ま
す
が
、
歌
人
と
し
て
も
国
文
学
者
と
し
て
も
鎌
倉
の
定
家
の
足
も
と
に
も
よ
れ
な
い
し
、
直
ぐ

前
の
兼
良
ほ
ど
の
力
も
な
い
し
、
好
人
物
の
楽
天
家
ら
し
く
て
、
お
な
じ
乱
離
の
末
世
に
生
き
た
に
し
て
も
、
義
尚
父
子
や
宗
祇
な
ど
の

や
う
な
深
い
痛
み
は
な
く
、
格
別
の
作
品
も
残
さ
ず
、
し
か
も
そ
の
生
涯
の
行
動
で
時
代
を
現
は
し
た
と
こ
ろ
に
私
は
む
し
ろ
ひ
か
れ
る

の
で
あ
り
ま
せ
う
か
」。「
私
」
は
「
実
隆
そ
の
人
へ
の
な
つ
か
し
さ
」
か
ら
「
実
隆
の
筆
蹟
も
一
つ
は
身
近
に
お
い
て
み
た
か
つ
た
」。

「
実
隆
の
筆
蹟
」
に
は
定
家
の
よ
う
な
副
作
用
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
私
」
は
実
隆
に
「
日
本
風
な
慰
め
と
救
ひ
」（「
哀
愁
」）
を
感

じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
室
町
時
代
を
代
表
す
る
学
者
・
歌
人
・
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
実
隆
の
実
像
が
「
好
人
物
の
楽
天
家
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、「
私
」
が
実
隆
の
「
住
吉
法
楽
百
首
」
を
買
わ
な
か
っ
た
理
由
に
注

目
し
た
い
。

　「
私
」
は
「
西
行
や
定
家
に
く
ら
べ
て
実
隆
の
お
よ
び
も
つ
か
な
い
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
せ
う
が
、
実
隆
の
筆
蹟
の
や
す
い

の
に
は
い
か
に
も
末
世
の
人
か
と
少
し
あ
は
れ
を
も
よ
ほ
し
ま
し
た
。」
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、「
住
吉
法
楽
百
首
」
は
「
歌
が
百
首
書

い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
少
し
長
い
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
ゐ
ま
し
て
、
額
に
も
掛
物
に
も
な
り
ま
せ
ん
し
、
格
別
こ
れ
と
い
ふ
歌
で
も
字

で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
私
は
安
い
の
に
お
ど
き
な
が
ら
つ
い
買
ひ
そ
び
れ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」
と
も
述
べ
て
い
た
。「
私
」
は
「
西
行

や
定
家
」
と
の
文
化
的
・
文
学
的
価
値
の
違
い
、
床
に
飾
れ
な
い
と
い
う
装
飾
品
と
し
て
の
欠
点
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
結
局
、
そ
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れ
ら
は
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
私
」
は
、
実
隆
の
「
住
吉
法
楽
百
首
」
を
「
お
ど
ろ
」
く
ほ
ど
「
安
い
」
ゆ
え
に
買
わ

な
か
っ
た
。
た
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
私
」
は
「
定
家
筆
と
い
ふ
伊
勢
集
」
や
、「
西
行
法
師
自
筆
、
藤
原
定
家
手
沢
本
と
い
ふ
山
家

心
中
集
」
を
買
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　「
私
」
が
「
東
山
御
物
の
宋
元
画
の
売
り
も
の
」、「
将
軍
父
子
の
歌
切
も
売
り
も
の
で
」
な
ど
と
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
私
」
に
と
っ
て
自
分
の
「
め
ぐ
り
あ
つ
た
」「
絵
」
も
「
歌
切
」
も
古
写
本
も
す
べ
て
商
品
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
な
判
断
は

買
う
か
／
買
わ
な
い
か
の
二
者
択
一
に
な
る
。「
私
」
は
、
美
術
品
は
買
っ
て
も
、
古
写
本
は
買
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
古
写
本
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

4

　「
私
」
が
古
写
本
を
見
た
「
古
本
屋
」
の
モ
デ
ル
は
反
町
茂
雄
の
古
書
肆
弘
文
荘
で
あ
る
。
反
町
の
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
（
』（
平
凡

社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
10
・
9
刊
）
に
よ
れ
ば
、
反
町
は
「
伊
勢
集
」
と
「
山
家
心
中
集
」
を
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日
に
冷
泉

伯
爵
家
か
ら
託
さ
れ
た
ら
し
い
京
都
の
芸
林
荘
真
門
孝
雄
か
ら
「
両
者
併
せ
て
八
万
円
」
で
購
入
し
た
（
Ⅱ
─
（
）。
反
町
は
「
伊
勢
集
」

を
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
に
日
本
橋
高
島
屋
で
開
催
さ
れ
た
新
興
古
書
即
売
展
に
、
八
万
五
〇
〇
〇
円
で
出

品
し
た
（
Ⅱ
─
11
）。
つ
い
で
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
初
旬
に
発
行
し
た
「
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
」
第
十
六
号
に
、「
伊
勢
集
」
は
一
二
万

円
、「
山
家
心
中
集
」
は
三
五
万
円
の
販
売
価
格
を
つ
け
て
掲
載
し
て
い
る
（
Ⅲ
─
（
）。

　
実
隆
の
「
住
吉
法
楽
百
首
」
は
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
以
降
、
三
条
西
伯
爵
家
文
庫
が
崩
壊
す
る
中
で
、
反
町
が
購
入
し
た
も
の
だ
ろ

う
。『
一
古
書
肆
の
思
い
出
（
』
に
よ
れ
ば
、
書
名
は
「
住
吉
社
奉
納
百
首
」
で
あ
る
。
一
巻
で
仕
入
価
格
は
二
〇
〇
〇
円
で
あ
る
（
Ⅰ
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─
（
）。

　
確
か
に
、
三
条
西
実
隆
の
「
住
吉
社
奉
納
百
首
」
は
安
か
っ
た
。
反
町
流
に
換
算
す
る
と
、「
新
宿
の
闇
市
」
で
「
ポ
ン
ポ
ン
売
れ
て

い
た
」「
苺
の
ジ
ャ
ム
罐
一
個
」
が
「
二
百
五
十
円
」
な
の
で
（
Ⅲ
─
（
）、「
住
吉
社
奉
納
百
首
」
は
「
苺
の
ジ
ャ
ム
罐
」
八
個
分
で
仕

入
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
三
条
西
家
が
実
隆
以
来
の
「
累
代
伝
襲
の
貴
重
な
古
典
籍
の
殆
ど
全
部
」（
Ⅰ
─
（
）
を
放
出
し

た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
六
月
頃
に
三
条
西
家
は
『
実
隆
公
記
』
一
〇
五
巻
四
二
冊
を
六
〇
万
円
で
東
大
史
料
編
纂
所
へ
売

却
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
（
同
前
）。

　
そ
し
て
、
歴
代
の
蔵
書
を
放
出
し
た
の
は
三
条
西
家
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
反
町
は
、
昭
和
二
十
二
、
二
十
三
年
の
こ
と
と
し
て
、
貴

顕
で
は
、
九
条
侯
爵
家
、
松
平
子
爵
家
、
勝
伯
爵
家
、
益
田
男
爵
家
な
ど
、
蔵
書
家
で
は
、
上
野
精
一
文
庫
、
大
島
雅
太
郎
青
𧮾
書
屋
、

戸
川
家
残
花
書
屋
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
洪
水
の
よ
う
に
市
場
に
流
出
し
た
た
め
に
、
古
典
籍
、
古
写
本
は
必
然
的
に
安
く
な
っ
た
。

　
反
町
は
、「
新
し
い
需
要
の
総
計
は
、
戦
前
昭
和
十
年
、
あ
る
い
は
十
五
年
時
の
総
需
要
よ
り
多
か
っ
た
と
は
、
到
底
想
像
さ
れ
ま
せ

ん
。
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
。
先
ず
そ
の
半
ば
、
あ
る
い
は
半
ば
強
の
程
度
だ
っ
た
、
と
推
量
し
て
大
過
は
な
い
で
し
ょ
う
。
／
諸
名
家
か

ら
放
出
さ
れ
る
物
の
量
と
質
は
、
恐
ら
く
十
倍
に
も
達
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。
需
要
と
供
給
と
の
間
に
、
ひ
ど
く
懸
隔
が
あ
り
ま
し
た
。

当
然
の
結
果
と
し
て
、
古
典
籍
の
価
格
は
安
か
っ
た
。
他
物
価
に
比
較
し
て
、
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
に
低
廉
で
し
た
。」（
Ⅲ
─
（
）
と
整

理
し
て
い
る
。

　
反
町
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
四
年
の
自
転
車
の
価
格
は
七
三
四
五
円
で
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
発
行
の
「
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
」
に
掲

載
さ
れ
た
、
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
中
臣
祐
定
筆
の
『
春
日
本

　
万
葉
集
』
残
巻
の
販
売
価
格
は
八
五
〇
〇
円
だ
っ
た
（
同
前
）。
反

町
は
「
年
号
入
り
、
紙
数
三
枚
の
春
日
本
『
万
葉
集
』
は
、
自
転
車
一
台
プ
ラ
ス
若
干
で
買
え
る
の
で
し
た
。
今
日
あ
の
春
日
本
三
枚
の

時
価
は
、
お
よ
そ
千
五
百
万
円
と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。」（
同
前
）
と
述
べ
て
い
た
。
反
町
は
「
住
吉
社
奉
納
百
首
」
の
販
売
価
格
を
回
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想
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、「
私
」
が
「
お
ど
ろ
」
く
ほ
ど
の
安
値
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
販
売
価
格
が
は
な
は
だ
「
低
廉
」
だ
っ
た
と
し
て
も
、
古
典
籍
の
売
れ
行
き
は
悪
か
っ
た
。「
伊
勢
集
」・「
山
家
心
中
集
」

に
つ
い
て
、
反
町
が
「
相
並
ん
で
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
確
信
」（
Ⅱ
─
（
）
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
売

れ
な
か
っ
た
。「
山
家
心
中
集
」
が
売
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
で
、
価
格
は
六
〇
万
円
で
あ
る
（
Ⅰ
─
（
『
一
古
書
肆
の
思
い

出
（
』
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
11
・
1
刊
）。
買
手
は
金
沢
の
酒
造
家
で
、
彼
は
昭
和
二
十
九
年
に
「
伊
勢
集
」
も
購
入
し
て
い
た

（
Ⅱ
─
（
『
一
古
書
肆
の
思
い
出
（
』）。

　
反
町
は
売
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
戦
前
期
の
有
力
な
顧
客
た
ち
が
、「
戦
後
は
一
変
し
て
、
み
な
斜
陽
階
級
。
買
う
立
場
か
ら
、

反
対
に
売
る
立
場
に
転
移
」（
同
前
）
し
た
こ
と
と
、
戦
後
に
お
け
る
古
典
籍
評
価
の
急
落
を
指
摘
し
て
い
た
。
反
町
は
「
日
本
の
古
い

物
は
、
す
べ
て
駄
目
と
い
う
風
潮
で
し
た
。
思
想
は
封
建
的
、
学
問
は
非
科
学
的
、
日
本
史
は
う
そ
ば
か
り
、
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的

な
の
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
も
の
は
、
形
而
上
の
も
の
も
形
而
下
の
も
の
も
、
百
の
内
、
九
十
ま
で
が
理
想
的
に
善
。
日
本
の
伝
統
的
な

も
の
は
、
九
十
五
ま
で
が
時
代
お
く
れ
、
ダ
メ
、
と
い
う
の
が
、
昭
和
二
十
一
年
の
後
半
頃
の
一
般
人
の
思
い
込
み
で
し
た
。
経
済
的
に

は
、
新
旧
円
交
換
時
の
不
況
は
脱
し
ま
し
た
が
、
古
典
籍
へ
の
関
心
は
薄
れ
る
一
方
で
、
蔑
視
を
受
け
る
危
険
さ
え
あ
り
ま
し
た
。」（
Ⅰ

─
（
、
同
前
）
と
述
べ
て
い
る
。
誇
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
が
、
売
却
に
苦
し
ん
だ
反
町
の
実
感
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　「
私
」、
あ
る
い
は
川
端
の
前
に
は
、〈
日
本
の
伝
統
〉
を
形
成
す
る
重
要
な
柱
と
思
わ
れ
る
古
典
籍
の
市
場
が
広
が
っ
て
い
た
。「
私
」

も
川
端
も
、
売
れ
残
っ
て
い
る
「
伊
勢
集
」
で
も
「
山
家
心
中
集
」
で
も
購
入
で
き
た
は
ず
だ
。
競
争
相
手
の
少
な
い
市
場
だ
け
に
、
素

晴
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
す
る
可
能
性
は
高
か
っ
た
。
特
に
、「
私
」
の
方
は
「
古
本
屋
」
で
〈
本
物
〉
を
手
に
と
っ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
機
を
逸
し
た
感
は
否
め
な
い
。
も
っ
と
も
、「
定
家
は
私
に
も
珍
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
の
で
、「
私
」
は
定
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家
を
敬
遠
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
ま
た
、「
山
家
心
中
集
」
は
高
価
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
そ
の
「
古
本
屋
」
の
在
庫

の
中
か
ら
、
国
宝
級
、
重
要
文
化
財
級
の
名
品
を
よ
り
ど
り
み
ど
り
で
選
ぶ
こ
と
も
で
き
た
ろ
う）

（（
（

。
し
か
し
、「
私
」
は
古
典
籍
の
市
場

に
は
進
出
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
川
端
が
弘
文
荘
を
実
際
に
訪
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
反
町
に
は
川
端
に
つ
い
て
言
及
し
た
文
章
も
あ
る
が
、
愛
読
者
と
い

う
だ
け
で
、
直
接
的
な
面
識
は
な
い
よ
う
で
あ
る）

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
川
端
は
「
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
」
第
十
六
号
を
閲
覧
し
て
「
反
橋
」

を
執
筆
し
た
か
、
閲
覧
し
た
人
物
や
弘
文
荘
を
訪
問
し
た
人
物
か
ら
話
を
聞
い
て
執
筆
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、「
私
」
と
は
決
定
的
な
差
異
が
あ
っ
た
。
川
端
は
「
定
家
や
俊
成
の
字
は
好
か
な
い
の
で
買
は
な
い
」（「
月
見
」）
の
で
、

「
私
」
の
よ
う
に
、
定
家
の
「
な
ま
の
筆
蹟
」
で
四
首
の
和
歌
を
鑑
賞
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
作
中
で
は
、
定
家
と
の
対
比

で
、
実
隆
に
「
ひ
か
れ
る
」「
私
」
の
姿
を
描
く
た
め
に
必
要
な
設
定
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

（1
（

。

　
川
端
は
昭
和
十
八
年
の
秋
ご
ろ
か
ら
『
源
氏
物
語
』
を
、
木
版
本
の
季
吟
の
『
湖
月
抄
』
で
読
む
。
こ
の
体
験
が
〈
日
本
の
伝
統
〉
の

発
見
、
古
典
回
帰
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。　
ま
た
、
川
端
は
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日
付
、
木
村
徳
三
宛
書
簡
の

中
で
「
こ
の
三
日
間
坐
り
こ
ん
で
和
本
の
虫
く
ひ
つ
く
ろ
ひ
ま
し
た

　
昨
日
な
ど
朝
か
ら
夜
中
の
一
時
ま
で
万
葉
拾
穂
集
つ
づ
く
り
ま
し

た
　
先
日
奈
良
の
話
で
ハ
あ
り
ま
せ
ん
が
こ
の
二
百
年
前
の
本
吾
ら
の
今
日
の
本
よ
り
後
ま
で
保
つ
と
思
ふ
と
妙
な
気
が
し
ま
す
」
と
述

べ
て
い
た）

（1
（

。

　
川
端
は
「
和
本
の
虫
く
ひ
つ
く
ろ
ひ
」
な
が
ら
、
近
代
的
な
出
版
物
よ
り
も
「
和
本
」
の
方
に
永
続
性
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
。

し
か
し
、
川
端
は
室
町
時
代
と
思
わ
れ
る
義
尚
の
「
歌
切
」
を
、
お
そ
ら
く
書
と
し
て
買
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
の
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊

勢
物
語
』
な
ど
の
古
写
本
は
買
わ
な
か
っ
た）

（1
（

。
川
端
は
、〈
日
本
の
伝
統
〉
に
回
帰
す
る
と
い
っ
て
も
、
美
術
品
は
〈
本
物
〉
を
買
う
一

方
で
、
商
品
価
値
を
下
げ
て
い
た
古
典
文
学
の
方
は
「
な
ま
の
筆
蹟
」
で
は
な
く
、〈
複
製
〉
か
ら
引
用
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
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た
こ
と
に
な
る）

（1
（

。
活
字
メ
デ
ィ
ア
で
活
動
す
る
小
説
家
ら
し
い
判
断
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　「
反
橋
」
に
は
、「
私
」
／
川
端
の
蒐
集
家
と
し
て
参
入
す
る
市
場
の
選
択
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　「
反
橋
」
の
「
私
」
が
最
後
に
引
用
す
る
の
は
、
後
三
条
天
皇
（
一
〇
三
四
～
七
三
）
の
歌
「
住
吉
の
神
は
あ
は
れ
と
思
ふ
ら
む
空
し

き
舟
を
さ
し
て
来
た
れ
ば
」（
後
拾
遺
集
、
雑
四
・
一
〇
六
二
）
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、「
私
」
が
、
住
吉
神
社
で
の
母
と
の
思
い
出
、
神

社
へ
の
再
訪
、
記
憶
の
中
の
反
橋
と
現
実
と
の
食
い
違
い
な
ど
を
語
る
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
「
私
」
が
「
空
し
き
舟
」
と
い
う
言
葉
に
反
応
し
て
、
こ
の
言
葉
が
「
私
の
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
や
う
に
、
私
の
生
に
ほ
か
な
ら

な
い
や
う
に
思
へ
て
し
か
た
が
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
最
後
の
感
慨
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
記
憶
に
全
く
な
か
っ
た
「
足
場
の
穴
」

を
使
っ
て
反
橋
を
容
易
に
登
っ
て
降
り
た
「
私
」
は
「
私
の
生
涯
に
も
こ
の
穴
の
や
う
な
足
場
は
あ
つ
た
の
か
し
ら
と
思
ひ
ま
し
た
が
、

遠
い
か
な
し
み
と
お
と
ろ
へ
と
で
目
先
が
暗
く
な
り
さ
う
な
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は

自
ら
の
人
生
を
「
空
し
き
舟
」
と
思
い
、「
も
は
や
生
に
や
ぶ
れ
果
て
死
も
近
い
と
思
は
れ
る
今
」
の
「
私
」
に
ふ
さ
わ
し
い
感
慨
で
あ

り
、「
敗
戦
後
の
私
は
日
本
古
来
の
悲
し
み
の
な
か
に
帰
つ
て
ゆ
く
ば
か
り
で
あ
る
。」（「
哀
愁
」）
と
い
う
宣
言
を
体
現
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
も
あ
る
。

　
し
か
し
、「
私
」
は
「
古
美
術
」
を
あ
る
程
度
自
由
に
購
入
で
き
る
人
物
だ
っ
た
。
川
端
に
つ
い
て
も
、
川
端
秀
子
の
い
う
よ
う
に

「
二
十
三
年
か
ら
は
ぐ
ん
と
創
作
の
量
が
増
え
て
」（
前
掲
）
お
り
、
昭
和
三
十
年
、
三
十
一
年
の
小
説
家
高
額
所
得
者
番
付
の
第
九
位
に

ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
こ
と
に
な
る）

（1
（

。
そ
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
六
月
に
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
第
四
代
会
長
に
就
任
し
、
こ
の
後
、
国
際
ペ
ン
ク
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ラ
ブ
で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
飜
訳
に
よ
っ
て
世
界
の
文
学
市
場
へ
進
出
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

に
つ
な
が
っ
て
い
く
諸
活
動
が
「
反
橋
」
発
表
時
に
は
始
ま
っ
て
い
た
。「
私
」
に
こ
れ
ま
で
「
足
場
の
穴
」
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

川
端
に
は
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
支
え
て
く
れ
る
「
足
場
の
穴
」
が
形
成
さ
れ
始
め
て
い
た
。
戦
後
の
市
場
の
中
で
、
川
端
は
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
道
を
歩
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
考
え
た
と
き
に）

（1
（

、
気
に
な
っ
て
く
る
の
は
後
三
条
院
の
歌
で
あ
る
（
譲
位
後
に
詠
ま
れ
た
の
で
後
三
条
院
が
正
し
い
）。「
空
し
き

舟
」
は
「（『
君
は
船
、
臣
は
水
』
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
帝
位
を
去
る
の
意
）
上
皇
（
仙
洞
）
の
異
称
。」（
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
）

で
あ
る
。

　
後
三
条
天
皇
は
摂
関
家
を
外
戚
と
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、「
新
し
い
政
策
を
自
ら
考
え
、
そ
れ
ら
に
実
践
的
に
関
わ
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
た
」（
本
郷
恵
子
「
中
世
の
開
始
と
院
政
へ
の
道
」『
院
政

　
天
皇
と
上
皇
の
日
本
史
』
講
談
社
現
代
新
書
、
令
1
・
（
刊
）。

後
三
条
天
皇
が
譲
位
を
し
た
の
は
「
父
の
意
志
に
よ
る
後
継
者
の
決
定
を
示
」
す
た
め
で
、
譲
位
し
て
五
ヶ
月
ほ
ど
で
な
く
な
っ
た
後
三

条
院
が
「
明
確
に
院
政
を
目
指
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
」
と
は
い
う
も
の
の
、「
何
ら
か
の
形
で
、
政
治
に
関
与
し
た
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。」（
同
前
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　「
私
」
自
身
も
「
後
三
条
天
皇
の
空
し
き
舟
と
は
ど
う
い
ふ
お
つ
も
り
だ
つ
た
の
で
あ
り
ま
せ
う
か
。」
と
留
保
を
付
け
て
い
た
よ
う
に
、

「
後
三
条
天
皇
の
空
し
き
舟
」
が
〈
空
し
い
〉
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
後
三
条
院
の
歌
は
、
石
清
水
、
住
吉
、
天
王
寺
参
詣
後
の
船

上
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、『
栄
花
物
語
』
巻
第
三
十
八
「
松
の
し
づ
え
」
に
は
、
院
に
随
行
し
た
官
人
二
六
人
と
女
房
た
ち
が
相
和
し
た

四
四
首
も
列
挙
さ
れ
て
い
た
。

　
だ
と
す
れ
ば
、「
私
」
／
川
端
も
感
慨
と
は
別
の
姿
を
秘
め
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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註（
1
）　『
川
端
康
成
全
集
』
補
巻
二
、
及
び
『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
』（「
志
賀
直
哉
全
集

　
別
巻
」
岩
波
書
店
、
昭
（9
・
1（
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
、
昭
和
17

年
8
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の
林
芙
美
子
、
志
賀
直
哉
、
中
里
恒
子
宛
書
簡
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）　「
萬
暦
赤
絵
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
文
学
者
と
美
術
市
場
─
─
志
賀
直
哉
『
萬
暦
赤
絵
』
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」（「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年

報
」
令
（
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
志
賀
が
購
入
し
た
最
も
高
額
な
美
術
品
は
、
昭
和
1（
年
（
月
頃
に
自
宅
を
担
保
に
し
て
作
っ
た
（
万

円
前
後
の
資
金
で
購
入
し
た
元
末
四
大
家
の
一
人
倪
雲
林
の
「
山
水
画
（
杜
陵
詩
意
図
）」
だ
ろ
う
。

（
（
）　『
座
右
寶
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
文
学
者
』
が
写
真
集
を
製
作
す
る
と
き
─
─
志
賀
直
哉
編
『
座
右
寶
』
を
め
ぐ
っ
て
」（「
学
習
院
大
学
文
学

部
研
究
年
報
」
令
（
・
（
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
）　
文
学
市
場
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
カ
ネ
と
文
学
』
第
六
章
三
節
「
小
説
家
、『
現
代
の
英
雄
』
と
な
る
」
以
下
を
、
美
術
市
場
の
動
向
に

つ
い
て
は
、
東
京
美
術
俱
楽
部
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
美
術
商
の
百
年
─
東
京
美
術
俱
楽
部
百
年
史
』（
株
式
会
社
東
京
美
術
俱
楽
部
・
東
京
美

術
商
協
同
組
合
、
平
18
・
（
刊
）
の
第
（
章
「
大
売
立
の
時
代
」（
小
田
部
雄
次
執
筆
）
の
「
財
産
税
と
相
続
税
」
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
う

し
た
客
観
的
な
条
件
に
加
え
て
、
川
端
が
「
買
い
物
と
な
る
と
、
家
に
蓄
え
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
見
境
が
な
」
く
「
衝
動
買
い
」（
川
端
秀
子

「
川
端
康
成
の
思
い
出
（
三
十
五
）」「
川
端
康
成
全
集
附
録
№
（（
」
昭
（8
・
（
）
を
す
る
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
高
価
な
美
術
品
購
入
に
結
び
つ
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
（
）　
川
端
は
中
央
公
論
社
の
編
集
者
藤
田
圭
雄
宛
書
簡
（
昭
18
・
1（
・
1（
付
）
で
、「
歴
史
古
典
の
読
書
癖
つ
き
て
本
代
に
困
却
の
程
ニ
て
ハ
覚
束
無

き
前
途
ニ
候
へ
共
」
と
述
べ
て
い
た
。

（
（
）　
北
澤
憲
昭
が
『
眼
の
神
殿
─
─
「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ト
』（
平
1
・
9
刊
）
の
中
で
、「
美
術
に
関
し
て
は
、
明
治
に
な
る
ま
で
こ
の
国
に
は
古

典
な
る
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
」（「
反
近
代
＝
反
芸
術
─
─
美
術
と
い
う
制
度
」）
と
い
う
問
題
提
起
を
し
て
い
た
。
北
澤
は
続
け
て
「
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
は
『
美
術
』
と
い
う
概
念
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
美
術
な
る
も
の
が
存
在
し
な
い
以
上
、
美
術
の
古
典
も
ま
た

存
在
し
な
い
の
は
当
た
り
前
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
日
本
美
術
の
古
典
な
る
も
の
は
明
治
以
後
に
つ
く
ら
れ
た
、
と
い
う
か
、
明
治
以
後
に
絵
や
彫
刻

な
ど
の
古
典
の
な
か
か
ら
改
め
て
日
本
美
術
の
古
典
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
た
ち
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
美
術
は
伝
統
的
で
も
慣

習
的
で
も
な
く
、
い
わ
ば
剥
き
出
し
の
『
制
度
』
と
し
て
近
代
化
過
程
に
お
い
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
引
用
は
『
眼
の
神
殿
─
─

「
美
術
」
受
容
史
ノ
ー
ト
［
定
本
］』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
平
（7
・
（
刊
、
初
版
第
（
刷
に
よ
る
）
と
指
摘
し
た
。
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（
7
）　
川
端
の
到
達
点
に
な
る
の
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
記
念
講
演
の
「
美
し
い
日
本
の
私
─
─
そ
の
序
説
─
─
」
だ
ろ
う
。
原
善
は
、
こ
の
講
演

の
「
時
点
で
、
そ
れ
迄
自
己
を
位
置
づ
け
て
来
た
伝
統
の
流
れ
を
、『
源
氏
物
語
』
に
代
表
さ
れ
る
王
朝
物
語
」
で
は
な
く
、「
中
世
禅
文
化
か
ら
の

視
点
で
新
し
く
捉
え
直
」
そ
う
と
し
た
と
指
摘
し
た
（「『
美
し
い
日
本
の
私
─
そ
の
序
説
─
』
論
─
─
そ
の
〈
魔
界
〉
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」『
川
端

康
成
研
究
叢
書
10

　
孤
影
の
哀
愁
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
昭
（（
・
10
刊
）。
ま
た
、
谷
口
幸
代
は
川
端
が
茶
の
湯
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
そ
の
変
化
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
述
べ
た
（「『
美
し
い
日
本
の
私
─
─
そ
の
序
説
─
─
』
の
構
図
」『
川
端
文
学
の
世
界
（

　
そ
の
深

化
』
勉
誠
出
版
、
平
11
・
（
刊
）。
こ
う
し
た
川
端
の
変
化
も
重
要
で
あ
る
が
、〈
日
本
の
伝
統
〉
自
体
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
例
え
ば
、〈
わ
び
〉
や
禅
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
茶
の
湯
だ
が
、
岩
井
茂
樹
「
茶
道
の
精
神
と
は
何
か
？
─
─
茶
と
『
わ
び
』『
さ
び
』
の

関
係
史
」（
鈴
木
貞
美
他
編
『
わ
び
・
さ
び
・
幽
玄
─
─
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ
の
道
程
』
水
声
社
、
平
18
・
9
刊
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
パ
タ
ー

ン
が
生
れ
た
の
は
、
表
千
家
が
昭
和
1（
年
に
機
関
誌
「
和
比
」
を
定
期
刊
行
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
た
だ
し
、「〈
千
家
流
茶
道
＝
わ
び
〉

と
い
う
図
式
」
が
「
完
成
し
、
固
定
化
す
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
」
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
図
式
を
完
成
さ
せ
る
要
因
と
し
て
強
く
作
用
し

た
の
が
、
同
時
期
に
起
っ
た
「
世
界
的
な
『
禅
ブ
ー
ム
』
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
大
名
系
の
書
院
式
茶
道
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
、
千
利
休
か
ら
、

そ
の
孫
の
千
宗
旦
の
系
統
が
完
成
さ
せ
た
『
わ
び
茶
』
だ
け
が
注
目
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
川
端
も
再
編
成
さ
れ
て
い
く
茶
の
湯
言
説
に
取
り
込
ま

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
8
）　
川
端
は
「
凍
雲
篩
雪
」
を
購
入
す
る
直
前
、
川
端
秀
子
宛
書
簡
（
昭
（（
・
（
・
（7
日
付
）
で
、「
駿
河
銀
行
に
二
十
万
円
懇
願
し
て
み
て
下
さ
い
」

と
依
頼
す
る
一
方
、「
帰
つ
て
美
術
品
離
し
て
も
よ
い
も
の
い
ろ
い
ろ
整
理
す
る
。」
と
も
述
べ
て
い
た
。
美
術
商
の
見
立
て
は
当
っ
て
い
た
。
な
お
、

川
端
は
昭
和
（（
年
（
月
、
北
宋
時
代
の
汝
官
窯
青
磁
盤
を
手
放
し
て
、
古
墳
時
代
（
（
─（
世
紀
）
の
埴
輪
《
乙
女
頭
部
》
を
購
入
し
て
い
る
。

（
9
）　「
龍
門
」
は
龍
門
石
窟
の
こ
と
。
中
国
河
南
省
洛
陽
市
の
南
に
あ
る
、
北
魏
太
和
18
（
494
）
年
ご
ろ
か
ら
唐
代
中
頃
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
、
仏

像
群
が
刻
ま
れ
た
大
小
多
数
の
石
窟
で
あ
る
。

（
10
）　
川
端
は
「
真
珠
船
」（「
読
書
人
」
昭
19
・
（
）
で
、
入
手
し
て
読
ん
だ
「
中
世
殊
に
鎌
倉
室
町
」
に
関
す
る
「
学
術
書
、
研
究
書
」
を
紹
介
し
て

い
る
。
石
田
吉
貞
『
頓
阿
・
慶
運
』、
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
沿
革
史
』、
川
田
順
『
全
註
金
槐
和
歌
集
』・『
戦
国
時
代
和
歌
集
』、
森
末
義
彰
『
東

山
時
代
と
そ
の
文
化
』、
吉
澤
義
則
『
室
町
文
学
史
』、
松
浦
靖
『
室
町
時
代
の
社
会
と
思
想
』、
伊
地
知
鐵
男
『
宗
祇
』
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
た
。

戦
中
期
は
、
い
わ
ば
中
世
ブ
ー
ム
、
東
山
文
化
ブ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
田
中
貴
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
応
仁
の
乱
と
い
う
大
規
模
な
国
内

戦
争
」
が
「
太
平
洋
戦
争
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
さ
れ
て
」
お
り
、「
戦
時
下
に
お
け
る
『
日
本
人
の
精
神
論
』
と
東
山
文
化
の
言
説
が
重
な
り
あ
っ
て
」
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い
た
の
で
あ
る
（「
東
山
文
化
へ
の
ゆ
れ
る
ま
な
ざ
し
」『
中
世
幻
妖

　
近
代
人
が
憧
れ
た
時
代
』
幻
戯
書
房
、
平
（（
・
（
刊
）。
川
端
だ
け
で
は
な

く
、
小
林
秀
雄
や
太
宰
治
な
ど
も
ブ
ー
ム
に
反
応
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
田
中
は
「
近
代
知
識
人
」
が
西
行
、
実
朝
、
世
阿
弥
を
論
ず
る
際

に
生
じ
た
バ
イ
ア
ス
を
批
判
的
に
分
析
し
て
い
る
。
な
お
、
私
は
、
川
端
が
、
義
政
の
妻
で
あ
り
義
尚
の
母
で
も
あ
り
、
政
治
的
・
経
済
的
実
力
者

で
も
あ
っ
た
日
野
富
子
を
全
く
無
視
し
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
る
。
三
島
由
紀
夫
の
「
中
世
」（「
人
間
」
昭
（1
・
1（
）
も
富
子
を
同
様
に
無
視
し
て

い
る
。

（
11
）　「
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
」
第
1（
号
に
は
、「
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
」
の
古
写
本
で
い
え
ば
、
八
五
〇
〇
円
の
春
日
本
『
万
葉
集
』
も
あ
れ
ば
、
二

万
五
〇
〇
〇
円
の
伝
冷
泉
為
相
筆
、
文
暦
二
年
本
の
『
伊
勢
物
語
』
一
冊
、
一
万
五
〇
〇
〇
円
の
鎌
倉
中
期
古
写
本
『
源
氏
物
語
』
槙
柱
の
巻
一
冊

も
あ
っ
た
。
そ
の
他
、「
南
北
朝
か
ら
足
利
時
代
」
の
も
の
、「
古
写
経
・
古
版
本
」、「
江
戸
時
代
版
本
」、
木
食
上
人
や
小
堀
遠
州
な
ど
の
「
名
家

自
筆
本
」
な
ど
750
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
（『
一
古
書
肆
の
思
い
出
（
』）。

（
1（
）　
反
町
茂
雄
『
日
本
の
古
典
籍

　
そ
の
面
白
さ

　
そ
の
尊
さ
』（
八
木
書
店
、
昭
（9
・
（
刊
）
の
第
三
部
一
─
（
「
下
札
の
獲
物
」、
（
「
川
端
康
成

さ
ん
の
色
紙
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1（
）　
平
山
城
児
が
、
最
後
の
藤
原
俊
成
の
「
住
み
わ
び
て
…
…
」
は
『
百
人
一
首
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
四
首
の
配
列
か
ら
定
家
の
『
近
代

秀
歌
』
の
自
筆
本
系
統
の
本
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（「
川
端
文
学
と
古
典
の
世
界
」『
川
端
康
成
作
品
研
究
』
八
木
書
店
、
昭

（（
・
（
刊
）。
川
端
が
『
近
代
秀
歌
』
に
触
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
私
」
／
川
端
が
定
家
自
筆
本
の
貴
重
な
散
逸
部
分
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

か
ら
だ
ろ
う
。
散
逸
部
分
に
つ
い
て
は
、
福
田
秀
一
「
近
代
秀
歌
の
諸
本
と
そ
の
成
立
」（『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店
、
昭
（7
・
（
刊
）
を

参
照
し
た
。

（
1（
）　『
万
葉
拾
穂
集
』
二
十
巻
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
昭
（9
・
10
刊
）
に
よ
れ
ば
、
季
吟
が
『
万
葉
集
』
全
歌
に
注
解

を
施
し
た
も
の
で
、
貞
亨
元
年
（
一
六
八
二
）
か
ら
三
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
。
初
版
本
は
二
十
冊
、
貞
亨
四
年
六
月
の
序
、
同
五
年
四
月
の
跋

を
付
し
、
三
十
冊
本
に
は
さ
ら
に
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
十
二
月
の
序
が
あ
る
。

（
1（
）　
川
端
は
古
人
の
「
な
ま
の
筆
蹟
」
を
書
と
し
て
、
あ
る
い
は
茶
掛
と
し
て
蒐
集
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
水
原
園
博
に
よ
れ
ば
、
平
成
（8
年
11
月

か
ら
1（
月
に
か
け
て
の
川
端
康
成
記
念
館
に
お
け
る
調
査
で
、
7（
点
の
書
幅
類
が
発
見
さ
れ
た
（「
ま
え
が
き
」『
川
端
康
成
と
書
─
文
人
た
ち
の
墨

跡
』
求
龍
堂
、
平
（1
・
（
刊
）。

（
1（
）　「
反
橋
」
の
続
編
に
な
る
「
し
ぐ
れ
」（「
文
藝
往
来
」
昭
（（
・
1
）、「
住
吉
」（「
個
性
」
昭
（（
・
（
）
に
は
〈
本
物
〉
の
美
術
品
は
登
場
し
な
い
。
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ま
た
、「
な
ま
の
筆
蹟
」
か
ら
古
典
文
学
作
品
を
引
用
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
住
吉
」
の
「
私
」
は
「
住
吉
物
語
絵
巻
の
残
欠
や
奈
良
絵
本
な

ど
を
古
美
術
と
し
て
見
る
こ
と
も
あ
」
る
と
は
い
う
も
の
の
、「
私
」
に
と
っ
て
は
「
母
の
話
し
て
く
れ
た
住
吉
物
語
の
方
が
、
も
つ
と
古
い
や
う

に
思
は
れ
」、
諸
本
に
よ
っ
て
本
文
の
異
同
が
あ
っ
て
も
「
大
同
小
異
」
で
し
か
な
い
。
彼
ら
か
ら
は
「
反
橋
」
の
「
私
」
の
よ
う
な
美
術
品
蒐
集

家
の
姿
は
消
え
て
い
る
。「
私
」
の
変
化
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
17
）　
川
端
の
所
得
は
、
昭
和
（0
年
に
一
〇
二
四
万
円
、
（1
年
は
一
〇
六
三
万
八
〇
〇
〇
円
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
1
位
は
、
吉
川
英
治
の
二
一
二
三
万

円
、
川
口
松
太
郎
の
二
一
二
三
万
九
〇
〇
〇
円
だ
っ
た
。
拙
著
『
カ
ネ
と
文
学
』
第
（
章
（
節
「
作
家
の
高
額
所
得
者
番
付

　
そ
の
一
」
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
18
）　「
私
」
が
「
か
ね
て
か
ら
過
去
と
現
在
と
未
来
と
の
差
別
が
は
つ
き
り
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
川
端
の
未
来
か
ら
逆
算
し

て
「
私
」
を
解
釈
す
る
試
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
発
言
を
重
視
す
れ
ば
、「
あ
な
た
は
ど
こ
に
お
い
で
な
の
で
せ
う
か
。」
の
「
あ
な
た
」
は
未
来

の
「
私
」
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
冒
頭
と
末
尾
の
一
文
は
、
現
在
の
「
私
」
に
は
想
定
で
き
な
い
場
所
に
た
ど
り
つ
い
た
未
来
の
「
私
」
へ
の

問
い
か
け
に
な
る
の
で
あ
る
。
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